あいえすヘルパーステーション事業計画（基本方針）について

	基本方針
	活動目標
	次年度計画

	他団体との協働事業の推進。行政及び企業、団体との協働を図り、仲間たちが安心して働く場及び暮らしの場を作る。
	障がい者権利条約の理念が広がる地域づくり。
	職員の知識・意識の向上の為、外部のリモート研修の活用、内部研修を充実させる。


	
	仲間たちが中心とした社会参加促進の為の活動。
	1 利用者がやりたい事を諦めずに出来るように、総合的に支援する。
2 視覚障害を持つ方が積極的に外出できるよう、職員に同行援護の資格を取得させる。


	
	24時間安心して仲間たちが暮らす事が出来る環境整備。
	コロナ禍においても、利用者が安心して暮らす事ができるよう、予防対策の徹底、万が一に備えての体制を整える。


	高齢社会に向けた仲間たちが、安心して暮らせる地域づくり、居場所づくりの為の環境整備。
	24時間支援体制の確立。
	1 新しい人材の確保。
2 現職員の資格取得。
（同行援護・産後ホームヘルプ）
3 高齢の利用者を増やす。
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